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11泣き相撲（奉納花相撲）泣き相撲（奉納花相撲）
（山路王子神社：関連記事 P１２）（山路王子神社：関連記事 P１２）

泣き相撲（奉納花相撲）
（山路王子神社：関連記事 P１２）

泣き相撲（奉納花相撲）
（山路王子神社：関連記事 P１２）

泣き泣き相撲相撲
無病息災の願いを込めて無病息災の願いを込めて
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いつもの食事で、もしものごはん

ローリングストックで

   　　『日常食』を『非常食』へ
　
　
海
ト
ラ
フ
巨
大
地
震
が
発

　
　
生
す
る
と
、
水
道
や
ガ
ス
、

電
気
が
止
ま
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　
ま
た
、
東
海
地
方
か
ら
近
畿

地
方
、
四
国
地
方
、
九
州
地
方

の
沿
岸
部
の
広
範
囲
に
わ
た
り

大
き
な
被
害
が
想
定
さ
れ
る
こ

と
か
ら
、
物
流
も
止
ま
り
、
お

店
で
食
べ
物
や
飲
み
物
は
買
え

な
く
な
り
ま
す
。
助
か
っ
た
命

を
つ
な
ぐ
た
め
に
も
、
日
頃
か

ら
の
備
蓄
が
重
要
で
す
。

　
　
月
に
市
民
２
千
人
を
対
象

　
　
に
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
、
１
週
間
分
程
度
備
蓄
し
て

い
る
人
は
５
・
１
％
、
３
日
分

程
度
備
蓄
し
て
い
る
人
は
　
・
２５

７
％
、
1
日
分
程
度
備
蓄
し
て

い
る
人
は
　
・
８
％
と
、
半
数

２０

を
超
え
る
人
は
１
日
分
以
上
の

備
蓄
を
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、　

・
１
％
の
人
は
、

４７

備
蓄
は
必
要
と
思
う
が
準
備
し

て
い
な
い
と
回
答
し
ま
し
た
。

　
　
で
は
大
規
模
災
害
に
備
え
、

　
　
県
の
備
蓄
基
本
方
針
（
県

１
日
分
、
市
１
日
分
、
市
民
１

日
分
）
に
基
づ
き
、
津
波
な
ど

で
被
災
す
る
可
能
性
が
あ
る
２

万
人
に
対
す
る
１
日
分
の
食
料

な
ど
を
備
蓄
し
て
い
ま
す
が
、

緊
急
輸
送
ル
ー
ト
が
確
立
し
、

応
援
物
資
が
届
く
ま
で
の
３
日

間
を
過
ご
す
た
め
に
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
に
よ
る

備
蓄
も
必
要
で
す
。

　
　
日
分
以
上
の
飲
料
水
や
非

　
　
常
食
の
ほ
か
、
懐
中
電
灯
、

常
備
薬
、
救
急
用
品
、
ラ
イ

タ
ー
、
カ
セ
ッ
ト
コ
ン
ロ
な
ど

を
準
備
し
ま
し
ょ
う
。

※
飲
料
水
は
１
人
１
日
３
ℓ
が

　
目
安
で
す
。
飲
料
水
と
は
別

　
に
、
ト
イ
レ
を
流
し
た
り
す
る

　
生
活
用
水
も
必
要
で
す
。
日

　
頃
か
ら
使
用
済
み
の
ペ
ッ
ト
ボ

　
ト
ル
に
、
水
道
水
を
入
れ
る
な

　
ど
し
、
備
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

な
ぜ
備
蓄
が
必
要
な
の
？

み
ん
な
備
蓄
し
て
い
る
の
？

市
は
備
蓄
し
て
い
る
の
？

　
何
を
ど
れ
く
ら
い

　
　
備
蓄
し
た
ら
い
い
の
？

いざという時に備えた
　　ローリングストック

　保存食を備蓄しておくことも大

切ですが、普段食べ慣れているも

のを多めに買っておき、食べたら

食べた分だけ買い足し、常に一定

量の食材を家に備蓄しておく

『ローリングストック』がおすすめ

です。消費期限が切れて廃棄す

るなどのリスクがなくなり、いざと

いう時に備えることができます。

①蓄える

　缶詰やインスタント食品など、

日持ちする物も含めて、普段食

べている物を少し多めに準備し

ます。

②食べる

　蓄えた食料を保存期限が切れ

る前に食べていきます。

③補充する

　食べた分の食料を補充します。

※①→②→③を繰り返すことで、

　普段食べ慣れた食料を保存期

　限が切れることなく備蓄する

　ことができます。

災害に備えて備蓄をはじめましょう

問 危機管理課（☎４８３ - ８４０６）

南

６

市

３

１1月5日は「津波防災の日」「世界津波の日」です
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自然災害に備えて保険・共済に加入しましょう

　地震によるブロック塀などの倒壊による被害や避難時などの通行の妨げを防止するため、危険なブ

ロック塀などの撤去費用やフェンスなどの軽量な塀への転換費用の一部を補助します。

【補助対象となる塀】

▼コンクリートブロック造、

    レンガ造その他これらに  

 類する塀や門柱など

▼市内にある道路や公園な  

 どに面する高さ０.８ｍ以上

     のもの

【補助対象者】

▼ 申請者が対象となる塀を

　所有していること

▼申請者が市税を完納して

いること（ただし、次の②

の事業を行う場合に限る）

【補助対象事業・金額】　次の

①＋②の金額に３分の２を

   乗じた額（最大３０万円）

①ブロック塀等の撤去

　⑴撤去費、⑵１万３千円×撤去するブロック塀

等の長さ（ｍ）のいずれか低い金額

②ブロック塀等の撤去とこれに伴う軽量の塀等

の新設

　⑴軽量の塀などの新設費　

　⑵２万円×新設する軽量の塀などの長さ（ｍ）

　⑶１万３千円×軽量の塀などの面積（㎡）

　上記⑴⑵⑶のいずれか低い金額

【申込方法】　令和２年２月２８日㈮までに、「事

前相談書」を事業着手（契約・発注）前に危機管

理課（市役所３階）まで提出してください。事前

相談書は、市ホームページからも取得できます。

※補助金については、予算の範囲内での交付と

なりますので、予算に達した時点で受け付け

を終了します。

災害時応援協定を締結しました

自宅にあるブロック塀の安全対策はできていますか？
　～ブロック塀等撤去改善事業のお知らせ～

　地震・津波などの大規模な災害が発生した場合に、市の要請に応えて、支援をいただくことを目的に、

企業や民間団体などとの協定の締結を進めています。

協定締結状況（令和元年４月～９月）【協定先一覧】

●仮設ハウス・仮設トイレなどの提供

　株式会社 ナガワ

●避難ビル内の居室の提供など

　財務省近畿財務局和歌山財務事務所

●津波緊急避難ビルの使用　

　医療法人晃和会 谷口病院

　台風による暴風や水害、地震などの自然災害が各地で多発しています。

被災者の住宅再建や生活再建を円滑に進めるためには、公的支援だけで

は限界があり、各世帯が自助により事前に自然災害による住宅や家財へ

の被害を補償する保険・共済を活用し、備えることが重要です。　

　補償される範囲は、加入する保険・共済により異なります。詳しくは

各保険会社・共済団体に確認しましょう。

【改善前】

【改善後】

●ドローンの提供

　株式会社 エース産業

　ドライビング・スクールかいなん
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①小学校人権の花運動　写真コンテストのパネル展
　県人権啓発活動ネットワーク協

議会が実施した写真コンテストの

結果、市内では小学校７校が入賞し

ました。

【期間】　１１月９日㈯～１６日㈯　【場所】　市民交流センター１階展示室

【最優秀賞】　巽小学校

【優秀賞】　日方小学校・南野上小学校

【奨励賞】　黒江小学校・亀川小学校・北野上小学校・加茂川小学校

②人権啓発ポスターコンテスト　応募作品のパネル展
　県人権啓発活動ネットワーク協議会が募集した作品のうち、

海南・海草地区の児童・生徒の作品をパネル展示します。

【期間】　１１月９日㈯～１６日㈯　【場所】　市民交流センター１階展示室

　

③かいなん人権標語コンテスト　各校代表作品などの展示
【期間】　１１月９日㈯～１６日㈯　【場所】　市民交流センター１階展示室

　

④人権図書の特設コーナー設置
【期間】　１１月１日㈮～３０日㈯　【場所】　下津図書館内

⑤障がい者支援施設などによる生産品展示販売
【日時】　１１月１６日㈯　１３時～１６時　

【場所】　市民交流センターエントランスホール

　
世
界
人
権
宣
言
に
は
「
す
べ
て
の
人

間
は
、
生
ま
れ
な
が
ら
に
し
て
自
由
で

あ
り
、
か
つ
、
尊
厳
と
権
利
と
に
つ
い

て
平
等
で
あ
る
。
人
間
は
、
理
性
と
良

心
と
を
授
け
ら
れ
て
お
り
、
互
い
に
同

胞
の
精
神
を
も
っ
て
行
動
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
」
と
あ
り
、
日
本
国
憲
法
で

は
「
す
べ
て
の
基
本
的
人
権
の
享
有
」

を
保
障
し
、「
法
の
下
に
平
等
」
で
あ
る

と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
そ
れ
か
ら
　
年
間
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

７０

組
み
が
な
さ
れ
て
き
ま
し
た
が
、
今
な

お
、
女
性
の
人
権
、
子
ど
も
の
人
権
、

高
齢
者
の
人
権
、
障
が
い
の
あ
る
人
の

人
権
が
守
ら
れ
、
人
権
問
題
が
解
消
し

た
と
は
言
え
ま
せ
ん
。
ま
た
、
特
定
の

地
区
に
対
す
る
誤
っ
た
認
識
や
意
識
的

に
避
け
る
こ
と
も
十
分
解
消
さ
れ
た
と

は
言
え
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
、
最
近
で
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
で
の
誹

　「部落差別の解消の推進に関する法律」が平成２８年１２月に施行されました。この法律は、現在

もなお部落差別が存在するとともに、情報化の進展に伴って部落差別に関する状況の変化が生じ

ていることを踏まえて制定されたもので、部落差別は許されないものであるとの認識のもとに、こ

れを解消することが重要な課題であるとしています。部落差別を解消する必要性について理解を

深めて、部落差別のない社会の実現を目指しましょう。

◆同和問題（部落差別）の解消をめざして

最優秀賞を受賞した巽小学校

３年生の皆さん

『『
一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ

一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
るる

心
豊
か
な
ふ
れ
あ
い
の
あ
る
ま
ち
か
い
な
ん
』
を
め
ざ
し

　
心
豊
か
な
ふ
れ
あ
い
の
あ
る
ま
ち
 か
い
な
ん
』
を
め
ざ
し
てて

人
権
を
考
え
る
強
調
月
間
（

月

日
～

月

日
）、
同
和
運
動
推
進
月
間
（

月
1
日

人
権
を
考
え
る
強
調
月
間
（
　
月
　
日
～
　
月
　
日
）、
同
和
運
動
推
進
月
間
（
　
月
1
日
～～
　
日
）、
日
）、

１１１１

１１１１

１２１２

１０１０

１１１１

３０

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
（

月

日
～

日
）、
第

回
人
権
週
間
（

月
４
日
～

日

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
な
く
す
運
動
（
　
月
　
日
～
　
日
）、
第
　
回
人
権
週
間
（
　
月
４
日
～
　
日
））

１１１１

１２１２

２５２５

７１７１

１２１２

１０１０

◆関連イベント
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謗
中
傷
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害
、
外
国

人
に
対
す
る
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー
チ
な
ど
新

た
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
人
権
侵
害

も
あ
り
、
人
権
問
題
は
複
雑
・
多
様
化

し
て
い
ま
す
。

　
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
と
は
、
人

と
人
が
互
い
の
人
権
を
認
め
合
い
、
差

別
や
偏
見
を
な
く
し
、
互
い
の
価
値
観

や
存
在
意
義
を
認
め
合
う
こ
と
が
で
き

る
社
会
で
あ
り
、
本
市
も
「
一
人
ひ
と

り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
心
豊
か
な
ふ

れ
あ
い
の
あ
る
ま
ち
」
を
目
指
し
て
、

す
べ
て
の
人
が
尊
厳
を
も
っ
て
自
己
実

現
が
図
れ
る
よ
う
、
具
体
的
な
施
策
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
人
権
擁

護
委
員
、
各
地
区
の
人
権
尊
重
推
進
委

員
の
ほ
か
、
各
人
権
団
体
（
人
権
推
進

企
業
連
絡
会
、
仏
教
者
人
権
推
進
協
議

会
、
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
、
人
権
推

進
市
民
の
会
、
男
女
共
同
参
画
推
進
の

会
）
の
会
員
の
方
々
が
中
心
と
な
っ
て

人
権
啓
発
活
動
や
ふ
れ
あ
い
集
会
の
開

催
な
ど
を
行
な
っ
て
い
ま
す
。

　
今
月
か
ら
人
権
デ
ー
（
　
月
　
日
）

１２

１０

ま
で
に
予
定
さ
れ
て
い
る
啓
発
活
動
を

紹
介
し
ま
す
の
で
、
日
常
生
活
の
中
の

「
人
権
」に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

問
い
合
わ
せ
　

市
民
交
流
課
人
権
推
進
係

（
☎
４
８
３
‐
８
４
３
９
）

◆その他のお知らせ

かいなん人権フェスティバル２０１９ 申・問 市民交流課人権推進係
　　　（☎４８３ - ８４３９  思４８２ - ００９９）

①人権尊重推進委員による啓発活動

▼のぼり掲揚（市内各所）
　【期間】　１１月１日㈮～１２月１０日㈫

▼ふれあい集会
　各地区の人権尊重推進委員会主催で開催します。
　最寄りの会場にぜひご参加ください。

問 市民交流課（☎４８３ - ８４３９）

②全国一斉「女性の人権ホットライン」強化週間

【期間】　１１月１８日㈪～２４日㈰　
　　　　月～金　８時３０分～１９時　
　　　　土・日　１０時～１７時
【全国共通】（☎０５７０ - ０７０ - ８１０）
【内容】　夫・パートナーからの暴力やストーカー、
　セクハラなど、女性の人権なら何でも可。

問 和歌山地方法務局・和歌山県人権擁護委員連合会
　　（☎４２２ - ５１３１）

③人権擁護委員による啓発活動と人権相談

　差別、いじめ、嫌がらせなどの問題でお困りの場合
は、ひとりで悩まずご相談ください。（相談無料）

▼人権フェスティバル内の「特設人権相談所」
　【日時】　１１月１６日㈯　１３時～１６時
　【場所】　市民交流センター２階　第１研修室

▼人権週間に伴う街頭啓発　
　【日時】　１２月４日㈬　７時３０分～
　【場所】　海南駅、加茂郷駅

▼人権週間に伴う特設人権相談所　
　【日時】　１２月４日㈬　１３時～１６時
　【場所】　市民会館１階第３集会室、住民センター
　　　　　第１学習室、下津防災コミュニティセン
　　　　　ター第１研修室
問 市民交流課（☎４８３ - ８４３９）

④人権週間に伴う弁護士による特設人権相談

【日時】　１２月８日㈰　１３時３０分～１６時３０分
【場所】　和歌山県民文化会館　５０３会議室
【申込】　１１月８日㈮　９時から受付開始
　　　　※先着順、相談無料
申・問 県人権政策課（☎４４１ - ２５６３  思４３３ - ４５４０）

【日時】　１１月１６日㈯１３時３０分～（開場１３時）

【場所】　市民交流センター　ふれあいホール

【内容】　・「かいなん人権標語コンテスト」入賞者表彰式

　　　　・下津第二中学校生徒による吹奏楽演奏

　　　　・講演『親子の絆』

　　　　　講師　松本　隆博さん（シンガーソングライター）

【定員】　５００人　

【その他】　 ▼入場無料

▼手話通訳・要約筆記・一時保育あり

　　　　　　（一時保育を希望する場合、１１月６日㈬までにお申し込みください。）
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幼　稚　園

園生活の公開（１日～２９日）
避難訓練（１日）、 祖父母参観・教育講演会（５日） 
給食・弁当自由参観（６日～８日）
みかんとお菓子の話（１１日）
絵本の読み聞かせ（１５日）、マラソン大会（２７日）

加
茂
川

園生活の公開（１日～２９日）
世代間交流（１日）、お茶会（５日）
体力アップセミナー（１１日）
藤白神社七五三参拝（１４日）
祖父母参観（２２日）、未就園児体験保育（２７日）

内
海

園生活の公開（１日～２９日）
弁当・給食参観（５日～８日） 
絵本の読み聞かせ（６日）、お茶会（１１日）
未就園児体験保育（１８日）、祖父母参観（２０日）
英語で遊ぼう（２２日・２６日・２８日）

大
東

園生活の公開（１日～２９日）
英語で遊ぼう（５日・１１日・１９日）
避難訓練（５日）、未就園児体験保育（６日）
世代間交流（８日）、祖父母参観（１２日）
サッカー巡回教室（１４日）、わくわく給食（２６日）

大
野

園生活の公開（１日～３０日）
英語で遊ぼう（１１日）
保育の公開（１２日・１３日・１５日）
３園（加茂川・大東・下津）合同保育（１４日）

下
津

園生活の公開（１日～２９日）
英語教室（１日・７日・１２日・１８日）
祖父母参観（８日）
世代間交流（１５日）、体力測定（２０日～２２日）
保育参観（２８日）、未就園児体験保育（２９日）

亀
川

園生活の公開（１１日～１５日）
ＡＬＴ来園（１３日）

み
ら
い
こ
ど
も
園

園生活の公開（１日～２９日）
世代間交流（１日）
保育の公開（８日、１２日）
親子体力アップセミナー（１１日）、人権教室（１３日）
お茶会（１４日）、中学生との交流（１９日・２２日）

巽

園生活の公開（１１日～１５日）
交通安全教室（１２日）
ＡＬＴ来園（１３日）

き
ら
ら
子
ど
も
園

令和元年度「きのくに学び月間」

　１１月は「きのくに学び月間」です。県下はもとより、市内の幼

稚園、小学校、中学校、高等学校で、学習の様子やいろいろな活

動・行事などを積極的に公開します。

   ぜひ、各幼稚園や学校にお越しいただき、その取り組みを実際に

ご覧ください。お越しの際は、安全管理上、職員室などで受け付

けをお願いします。

問 教育委員会学校教育課（☎４９２‐３３４８）

　※幼稚園には、幼保連携型認定こども園を含みます。
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小　学　校

授業、学校生活の公開（１日～３０日）
授業参観、教育講演会（１日）
校内人権尊重作文発表会（７日）
創立５０周年記念式典、文化発表会（１７日）

東
海
南

授業、学校生活の公開（１日～３０日）
進路説明会（１日）
合唱大会、作品展示（４日）
職場体験（１３日～１５日）
校内人権尊重作文発表会（１９日）、避難訓練（２９日）

海
南

授業、学校生活の公開（１日～３０日）
下津町音楽会（８日：市民交流センター）
授業参観、学年保護者会、進路説明会（１３日）
スマホ・ケータイ人権教室（１４日）

下
津
第
一

授業、学校生活の公開（１日～２５日）
校内人権尊重作文発表会（２０日）

第
三

授業、学校生活の公開（１日～３０日）
進路説明会（５日）
下津町音楽会（８日：市民交流センター）
授業参観、校内人権尊重作文発表会（１９日）

下
津
第
二

授業、学校生活の公開（１日～３０日）
文化発表会（１３日）
授業参観、ふれあい講演会（１８日）　
校内人権尊重作文発表会（２６日）　

亀
川

文化祭（２日～３日）
授業、学校生活の公開（７日～２１日）
専門調理師講習会（ジビエ料理）（１１日）
進路体験（１４日）
校内弁論大会（２２日）

海
南
下
津

授業、学校生活の公開（１日～２９日）
小中合同授業参観、教育講演会（１日）
地域の人との花の苗植え（８日）
校内人権尊重作文発表会、校内合唱大会（１３日）
小中合同観劇（１８日）
食育講演会（２９日）

巽

中学校・高等学校

授業、学校生活の公開（１日～３０日）
防災学習、避難訓練（５日）
文化芸術鑑賞（７日）
授業参観、教育講演会、学級懇談会（２１日）
マラソン記録会（２７日）

北
野
上

授業、学校生活の公開（１日～２９日）
給食試食会（５日）
委員会発表の公開（７日）
地区津波避難訓練（１７日）
マラソン大会（２６日）

黒
江

授業、学校生活の公開（５日～１５日）
世代間交流（１２日）
ＪＡ出前授業（１４日）
おもちつき（２６日）
高齢者疑似体験（２９日）

中
野
上

授業、学校生活の公開（８日～２２日）
授業参観、バザー（８日）、あいさつ運動（１２日）
人権教育 人形劇参観（１５日）
１年生と地域のお年寄りとの交流会（２２日）
福祉教育（複数日）

日
方

授業、学校生活の公開（１日～２９日）
授業参観、教育講演会（１８日）
球根植え（３０日）

南
野
上

授業、学校生活の公開（１日～２９日）
チャレンジ集会（１４日）
マラソン大会（２７日）

内
海

授業、学校生活の公開（１日～２９日）
授業参観、人権講演会、学級懇談会（５日）
親子車椅子体験（５日）、手話教室（５日）
世代間交流（７日）
下津町音楽会（８日：市民交流センター）
マラソン記録会（２７日）

加
茂
川

授業、学校生活の公開（１日～２９日）
県小学校国語教育研究大会海草大会（１日）
オペラ公演鑑賞会（８日）、花植えと昔遊び（１４日）
サタデー行事（１６日）
授業参観、人権教育講演会＆共育ミニ集会（１８日）
マラソン大会（２７日）

大
野

授業、学校生活の公開（１日～３０日）
下津町音楽会（８日：市民交流センター）
地域ふれあい活動「ドッジボール」（９日）
世代間交流（２６日）
校内マラソン大会（２７日）

大
東

授業、学校生活の公開（１日～２９日）
授業参観、ふれあい講演会（１８日）
世代間交流会（２２日）
マラソン記録会（２９日）

亀
川

下津町音楽会（８日：市民交流センター）
授業、学校生活の公開（１１日～１５日）
幼小合同避難訓練（１１日）
敬老参観、人権教育研修会、学級懇談会（１２日）
みかんとお菓子の振興事業（14日）、ＪＡ出前授業（15日）

下
津

授業参観、教育講演会（１日）
授業公開、写真・児童作品などの公開（５日～１３日）
語りの森のお話（５日・１３日・１４日・１９日）
苗植え（８日）、読み聞かせボランティア（１１日）
芸能鑑賞会（１８日）

巽
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国民年金に関するお知らせ

１１月は「ねんきん月間」（３０日は「年金の日」）です

「ねんきんネット」で

　　　　年金記録の確認ができます

　「ねんきんネット」では、自分の年金記録がいつ

でもインターネットで確認できます。また、今後

の働き方や年金を受け取る年齢など、自身で条件

を設定して、年金見込額の試算ができます。

▼ご自宅のパソコンなどで利用する場合

　　日本年金機構ＨＰから、ユーザＩＤの発行申

込をしていただく必要があります。詳しくは、

日本年金機構ＨＰの「ねんきんネット」（http://

　www.nenkin.go.jp/n_net/）をご覧ください。

▼市役所で「ねんきんネット」を利用する場合　

　ねんきんネット申込書、本人確認できるもの

（マイナンバーカード・運転免許証・パスポート

などの顔写真付証明書）、基礎年金番号がわか

るもの（年金手帳、ねんきん定期便など）を保

険年金課（市役所１階）まで持参してください。

　※代理人の場合は、委任状と代理人の本人確認 

　できるもの（マイナンバーカード・運転免許

　証・パスポートなどの顔写真付証明書）と代

　理人の印鑑も必要です。

社会保険料(国民年金保険料)

　　　　控除証明書が送付されます

　国民年金保険料は、１年間に納めた額を証明す

る書類（控除証明書や領収証書）を年末調整や確

定申告の際に添付すると、その全額が社会保険料

控除の対象となります。

　本年１月１日～９月３０日の間に国民年金保険

料を納めた人には、その間の納付済額と、１２月３１

日までの納付見込額を合わせて表示した「社会保

険料（国民年金保険料）控除証明書」が１１月上旬

に送付されますので、年末調整や確定申告まで大

切に保管してください。

　また、今回の送付対象外の人で、本年１０月１日

～１２月３１日の間に国民年金保険料を納めた人に

は、その間の納付済額を表示した控除証明書が翌

年２月上旬に送付されます。

　なお、ご家族の国民年金保険料を代わりに納め

た場合は、保険料を納めたご本人の社会保険料控

除に加えることができますので、申告する際はご

家族あてに送付された控除証明書も併せて添付し

てください。　

▲

ねんきんダイヤル（☎０５７０ ‐ ０５ ‐ １１６５）

　ご自身の年金記録や公的年金の受給見込額を確認しましょう。

【主な事例】　

　「お客様がご利用のキャリア（※）が不正利用の可能性

があります。下記ＵＲＬで認証をお願いします」とのＳＭ

Ｓが届いた。契約先キャリアかと思い本文中に記載され

ていたＵＲＬをタップし、その先でパスワードを変更し

たところ、通販サイトで高額な商品を購入されていた。

　これは、フィッシング詐欺と言われるものです。大手携帯電話会社を装ったメールを送り付け、公式

ウェブサイトに酷似した偽サイトに誘導する手口で、ＩＤ、パスワードなどの個人情報を抜き取ります。

　事例のケースも、キャリア公式のＳＭＳと同じ送信名を使い、題名にも緊急性をうかがわせるような

内容で思わず反応してしまったために、抜き取られた個人情報で買い物をされてしまったものです。

　被害に遭わないためには、差出人がはっきりしないメールは開けない、ドメインに見覚えがない怪し

いＵＲＬはタップしないことが賢明です。不審な場合は自身のキャリアか相談窓口にご相談ください。

※キャリア：電気通信サービスを提供する事業者。

フィッシング詐欺ＳＭＳに注意

【アドバイス】

問  市民交流課市民交流係（☎４８３ ‐ ８４５５）

▲

保険年金課（☎４８３‐８４３６）問 
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軽自動車税種別割のグリーン化特例を延長

　令和元年度および令和２年度（平成３１年４月１日～令和３年３月３１日）に最初

の新規検査（※１）を受けた車両で、排出ガス性能および燃費機能の優れた環境負

荷の小さいものについて、取得の翌年度分に限り軽自動車税種別割を軽減します。

軽減割合対象車
①概ね２５％軽減令和２年度燃費基準（※３）＋１０％達成車

乗用燃料が揮発油（ガソリン）で平成
１７年排出ガス基準７５％低減達
成車（★★★★）または平成３０
年排ガス基準５０％低減達成車

②概ね５０％軽減令和２年度燃費基準＋３０％達成車
①概ね２５％軽減平成２７年度燃費基準＋１５％達成車

貨物
②概ね５０％軽減平成２７年度燃費基準＋３５％達成車

③概ね７５％軽減電気自動車
天然ガス自動車（平成２１年排ガス規制NOx１０％以上低減または平成３０年排ガス規制適合）

グリーン化特例軽減税率（年税額）
標準税率車種区分 ③

75％軽減
②

50％軽減
①

25％軽減
1,000円2,000円3,000円０3,900円三輪（６６０ｃｃ以下）
1,800円3,500円5,200円０6,900円営業用

乗用
四輪以上

（６６０ｃｃ以下）
2,700円5,400円8,100円10,800円自家用
1,000円1,900円2,900円０3,800円営業用

貨物
1,300円2,500円3,800円０5,000円自家用

※１　最初の新規検査は、自動車検査証の初年度検査年月のことです。

※２　排出ガス基準と燃費基準の両方を満たしている車両が対象です。

※３　燃費基準の達成状況は、自動車検査証の備考欄に記載されています。

▼対象（※２）および軽減割合

▼軽減税率（令和２年度・令和３年度）

市民交流センター  使用料改定のお知らせ 問  市民交流センター
　　（☎４９２ ‐ ４４９０）

　令和２年４月１日より、より多くの皆さんにご利用いただけるよう下記のとおり使用料を改定します。

使用料/単位種　別
１０,０００円/区分（※）土・日・祝日

舞台・ホール利用
ふれあいホール

２,０００円/時間平日
４,０００円/区分（※）土・日・祝日舞台のみ利用

またはホールのみ利用 ８００円/時間平日
５００円/時間音楽練習室（１階）、視聴覚室（２階）

３００円/時間
第１研修室（２階）、第２研修室（２階）、パーティールーム（２階）、
陶芸室（３階）、工芸室（３階）、美術室（３階）、文化財研究室（３階）

２００円/時間展示室（１階）、和室１、２（２階）

※区分：９時～１３時、１３時～１７時、１７時～２２時の３区分

【変更点】①ふれあいホールの貸出単位を、平日のみ時間単位に変更

②研修室などの貸出単位を、時間単位に変更（平日、土・日・祝日問わず）

③各室使用料に冷暖房設備の使用料を含む

④全体的に使用料を減額

【改定後使用料】

問  税務課住民諸税係
　 （☎４８３ ‐ ８４１６）
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　　市税などを一時に納付できない
　　　人のために猶予制度があります  

相談窓口税目など

税務課（市役所１階）市県民税・軽自動車税・
固定資産税

保険年金課（市役所１階）国民健康保険税・後期高
齢者医療保険料

　また、市役所開庁時間内に納税相談に来られな

い人のために、毎月第１、第３火曜日１９時まで夜間

電話納税相談窓口を開設しています。ぜひご利用

ください。※休日の場合、相談窓口はありません。

　市税などを滞納し、放置していても負担が増
すばかりで何も解決しません。特別な事情によ

り、納期限までに納付できない場合は、収入・支

出などが分かるものと印鑑を持参のうえ、早期に

担当課まで必ずご相談ください。

　市税などは、市民の皆さんが安心して暮らすための大切な財源です。税収がなければ、新しい施策だ

けでなく、今まさに進めている施策や行政サービスの継続も危ぶまれる可能性があります。

　市では、税の負担について、納期限までに納付いただいた人との公平性を確保するため、県・和歌山

地方税回収機構と合同で１１月･１２月を合同滞納整理強化月間として、税収確保に取り組みます。

◆徴収猶予・・・次のような理由により、市税な

どを一時に納付することができないときは、申

請することにより、１年以内の期間に限り、徴

収猶予が認められる場合があります。

①災害、病気、休廃業、事業上の著しい損失など。

②税務署への修正申告などにより、本来の期限か

ら１年以上経過した後に納付すべき市税などが

確定したこと。（※この場合は、納期限までに

申請する必要があります。）

◆換価の猶予・・・市税などを一時に納付するこ

とにより、事業の継続や生活の維持を困難にす

るおそれがあるなどの一定の要件に該当すると

きは、その市税などの納期限から６カ月以内に

申請することにより、１年以内の期間に限り、

換価の猶予が認められる場合があります。

猶予が認められると

▼猶予期間中の延滞金の全部もしくは一部が免除

されます。

▼財産の差押えや換価（売却）が猶予されます。

※原則として、猶予を受けようとする金額に相当

する担保を提供する必要があります。詳しくは

担当課までご相談ください。

　　納期限を過ぎると・・・　　　　

　定められた納期限までに納付しないことを滞

納といいます。滞納した場合、本来納めるべき税

額のほかに督促手数料や延滞金も併せて納めて

いただくことになります。

　　滞納を放置すると
　　　　差し押さえの対象となります

　市税などを滞納することは、納期限までに納付

いただいた人との公平性を確保できないことに

なります。市では、督促や催告により納付を促し

ても納付しない滞納者に対しては、地方税法に基

づき財産の差し押さえをします。

　　困ったときはご相談ください

　　口座振替での納税は
　　　　「便利・安心・確実」です
☆便利　次の金融機関に預金口座がある人は、お

申込みにより口座振替が可能です。

　紀陽銀行、ながみね農業協同組合、きのくに信

用金庫、近畿労働金庫、三菱ＵＦＪ銀行、なぎ

さ信用漁業協同組合連合会、ゆうちょ銀行

☆安心　現金を持ち歩く必要がなく、盗難や紛失

などの心配がありません。

☆確実　納期限に振り替えられるので、納付を忘

れて滞納となることがありません。

※手続きは金融機関のほか、税務課、保険年金課、

下津行政局、各支所・出張所でも可能です。

１１月・１２月は合同滞納整理強化月間です
市税や国保税の納付忘れはありませんか？

   問い合わせ
　税務課収納係（☎４８３ ‐ ８４１８）
　保険年金課収納係（☎４８３ ‐ ８４３５）

１１

２２

３３

４４

５５
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農業委員会委員候補者および
農地利用最適化推進委員候補者の募集

問 農業委員会事務局（☎４８３ ‐ ８７７３）
 

任期満了に伴い、農業委員会委員候補者および農地利用最適化推進委員候補者を推薦・募集します。

【推薦・募集人数】　

①農業委員会委員：１４人　

②農地利用最適化推進委員：２１人（下表「区域一

覧」で各地区１人）

【任期】　

①農業委員会委員：任命の日（令和２年７月２０日）

から３年間

②農地利用最適化推進委員：令和２年７月下旬の

委嘱の日から農業委員会委員の任期の日まで

【業務内容】　

①農業委員会委員の主な業務

農地の権利移動、転用など農地法などに基づく

　農業委員会の権限に属する事項についての審議

　や承認

②農地利用最適化推進委員の主な業務

担当地区内における遊休農地の防止・解消、農地

利用の集積・集約化などの現場活動

　                　　　　　　　　　　　　 区域一覧

上・下津・鰈川第１２地区東畑・阪井第０１地区

小原・小畑第１３地区重根・重根東・重根西・別所・扱沢第０２地区

方・大崎・丸田（戸坂）・塩津第１４地区黒江・船尾・日方・名高第０３地区

丸田（戸坂を除く）・黒田・丁第１５地区藤白・冷水第０４地区

梅田・小南・下第１６地区鳥居・大野中・幡川・山田・井田第０５地区

青枝・中第１７地区岡田・多田第０６地区

橘本・小松原第１８地区且来・南赤坂・北赤坂・小野田第０７地区

市坪・沓掛・大窪第１９地区
次ケ谷・ひや水・上谷・海老谷・赤沼・

九品寺・野上新
第０８地区

曽根田・百垣内・笠畑第２０地区別院・野尻・孟子・高津第0９地区

興・引尾第２１地区七山・原野・下津野第１０地区

沖野々・木津・椋木・野上中・溝ノ口第１１地区

【推薦・募集の対象】

①海南市農業委員会委員候補者

②海南市農地利用最適化推進委員候補者

【推薦・応募方法】

　必要書類に記入・押印のうえ、１２月１６日㈪

～令和２年１月２４日㈮（平日８時３０分～１７

時１５分）に農業委員会事務局（市役所５階）

へ持参または郵送（当日消印有効）してください。

　なお、提出された書類は返却しませんので、

ご了承ください。

※必要書類は、１２月２日㈪から農業委員会事務

局、下津行政局、各支所・出張所に配備します。

　また、市ホームページからもダウンロードで

きます。

【推薦・募集に応じた人の公表など】　

　規定により、募集の期間中および終了後に推薦を

受けた人および募集に応じた人の氏名、職業、年齢

などを市ホームページおよび掲示板にて公表します。

宝
く
じ
助
成
金
で

長
胴
太
鼓
を
整
備

問
  市
民
交
流
課

（
☎
４
8
3

－

８
４
５
５
）

　
一
般
財
団
法
人
自
治
総
合

セ
ン
タ
ー
で
は
、
宝
く
じ
の

社
会
貢
献
広
報
事
業
と
し
て

地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
と

住
民
福
祉
の
向
上
に
寄
与
す

る
た
め
、
宝
く
じ
の
受
託
事

業
収
入
を
財
源
と
し
た
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
を
実

施
し
て
い
ま
す
。

　
助
成
事
業
で
は
、
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
に
必
要
な
備
品

整
備
な
ど
の
助
成
を
行
っ
て

お
り
、
こ
の
た
び
、
北
野
上

地
区
連
合
自
治
会
に
長
胴
太

鼓
４
台
が
整
備
さ
れ
ま
し
た
。

今回整備された長胴太鼓
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 中  野   帆  稀 ちゃん
なか の ほ まれ

Ｈ２８.１１.１５生
 森  奥   碧 ちゃん
もり おく あお

Ｈ２９.１１.１７生
 田  原   聡  真 ちゃん
た はら そう ま

Ｈ２９.１１.２３生

 川  田   楓  磨 ちゃん
かわ た ふう ま

Ｈ３０.１１.２生
 岩  井   陸 ちゃん
いわ い りく

Ｈ２９.１１.５生
 秦   壮  佑 ちゃん
はた そう すけ

Ｈ２８.１１.７生

 宮  前  
みや まえ

 翔 ちゃん
しょう

Ｈ３０.１１.２３生

 和  本  
わ もと

 俊  ちゃん
しゅん

Ｈ２８.１１.７生

応募方法　１２月に誕生日を迎える
お子さん（満１～３歳）の写真に、
①氏名（ふりがな）  ②生年月日 
③住所   ④連絡先を明記の上、
メールでご応募ください。
※ただし、市内在住の人に限ります。
あて先　企画財政課広報広聴係
（kikakuzaisei@city.kainan.lg.jp）
締切日　１１月１０日㈰

 湯  川   香  帆 ちゃん
ゆ かわ か ほ

Ｈ３０.１１.２７生
 山  下   慶  人 ちゃん
やま した けい と

Ｈ２８.１１.２９生
 谷  畑   蒔  太 ちゃん
たに ばた まき た

Ｈ３０.１１.２９生

　１０月１３日、山路王子神社で泣き相撲が開催され

ました。「子どもの背中に土を付けると病気にならな

い」という言い伝えのもとに江戸時代から続くこの行

事。土俵の上で元気いっぱいに泣く男児の愛らしい

姿に、会場は大いに盛り上がりました。

境内には元気な泣き声が響いていました

気な泣き声に歓声あが気な泣き声に歓声あがるる

山路王子神社「泣き相撲山路王子神社「泣き相撲」」

元元
　１０月１３日、橘本神社でみかんの豊作と商売繁盛

を願う「みかん祭り」が開催され、柑橘関係者らが出

席し、玉串を捧げ、祈願しました。

　神前には数多くの早生みかんや、巨大みかんケー

キ、饅頭が供えられ、宮司が祝詞を読み上げました。

神前に奉納された巨大みかんケーキ

かんの豊作を祈かんの豊作を祈願願

橘本神社「みかん祭り橘本神社「みかん祭り」」

みみ
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　９月２１日、市と社会福祉協議会の共催による南海

トラフ巨大地震などに備えるための「重点地区防災訓

練」を下津町大崎地区と塩津地区で実施しました。

　訓練には、両地区の住民のほか、大東小学校と

下津第二中学校の児童・生徒、一般ボランティア、

県内の福祉系専門職や県内外の大学生、社会福祉

協議会の皆さんなど約１，２００人の参加をいただき、

災害後のボランティアを受け入れる「受援力」の

強化を図ることができました。

　１０月９日、藤白の和歌山石油精製株式会社海南工場に

おいて、県石油コンビナート等総合防災訓練を実施しました。

　この訓練は、コンビナート地域において地震により大規模な

災害が発生したことを想定し、消防機関をはじめ、関係機関・

民間企業などが合同で実践的な訓練を行いました。

　訓練は、漂流者の救助や流出油の防除などを行う「海上

訓練」と、負傷者の救護や石油タンクへの放水などを行う

「陸上訓練」に分けて実施し、防災意識を高めるとともに、

協力体制の強化を図りました。

速かつ円滑な応急対策のため速かつ円滑な応急対策のためにに

石油コンビナート等総合防災訓石油コンビナート等総合防災訓練練

迅迅

防災訓練に関連したさまざまな訓練が行われました

避難者への聞き取り訓練 段ボールベットを体験しました

　９月28日から10月６日まで、海南保健福祉センターで

「第15回海南市美術展」を、また10月14日に総合体育館

を主会場にして「海南スポーツフェスティバル2019」を

開催しました。

　美術展では洋画、日本画、書道、写真、工芸・手芸の部に

234点の作品の出展があり、スポーツフェスティバルでは、

日頃なじみの少ない競技も体験できる貴重な機会であり、

参加者はそれぞれ芸術の秋、スポーツの秋を楽しみました。

術の秋、スポーツの術の秋、スポーツの秋秋

海南市美術展・海南スポーツフェスティバ海南市美術展・海南スポーツフェスティバルル

芸芸

どちらのイベントも多くの来場者でにぎわいました

　１０月１２日に静岡県に上陸した台風１９号は、東

日本を中心に甚大な被害をもたらしました。

　翌１３日の１３時４０分、福島県相馬市と南相馬市

において大規模な断水が発生していることから、

本市の支援チーム６名が３トンの給水車２台と

貨物車１台で現地に向かい、14日の早朝に到着し、

２１日まで給水支援活動を行いました。

　また、相馬市へは支援物資として、飲料水（２

リットルのペットボトル3,360本）を送付しました。

風風１９号の被災地へ支１ ９号の被災地へ支援援

福島県相馬市・南相馬市にて給水支福島県相馬市・南相馬市にて給水支援援

台台 民とボランティアが連民とボランティアが連携携

重点地区防災訓練（下津町大崎地区・塩津地区重点地区防災訓練（下津町大崎地区・塩津地区））

住住

被災地での給水活動の様子
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月
の
子
育
て
ひ
ろ
ば
は
、

１１

「
ク
リ
ス
マ
ス
小
物
作
り
」
で
す
。

　
一
足
早
く
ク
リ

ス
マ
ス
の
準
備
を

始
め
ま
し
ょ
う
！

時
間
　
　
時
開
始

１０

　
　
時
　
分
終
了

１１

３０

対
象
　
幼
稚
園
・
保
育
所
に
入

る
前
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護
者

◆
巽
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　
和
室
は
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ

　
①
　
時
～
　
②
　
時
　
分
～

１０

１０

５０

　
対
象
は
１
歳
程
度
ま
で

★
わ
ん
ぱ
く
公
園
は
外
遊
び

「
秋
を
さ
が
し
に
出
か
け
よ
う
！

　（
製
作
と
お
散
歩
）」

　
　
時
　
分
～
　
時
　
分

１０

３０

１１

３０

開催場所日程
黒江防災コミュニティセンター０６日㈬
巽コミュニティセンター和室（◆）０８日㈮
亀川公民館１１日㈪
わんぱく公園（★）１２日㈫
北野上公民館１３日㈬
内海公民館１５日㈮
大野公民館１９日㈫
巽コミュニティセンター２５日㈪
下津防災コミュニティセンター２７日㈬
市民会館２８日㈭

　
子
育
て
中
の
皆
さ
ん
が
自
由

に
交
流
で
き
る
場
を
開
設
し
て

い
ま
す
。
ど
の
会
場
へ
も
自
由

に
何
回
で
も
お
越
し
く
だ
さ
い
。

☆
マ
マ
だ
け
の
参
加
も
大
歓
迎

時
間
　
９
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１１

３０

　（
時
間
内
は
自
由
に
出
入
り

　
で
き
ま
す
）

開催場所日程
内海公民館５日㈫
巽コミュニティセンター７日㈭
亀川公民館１４日㈭
大野公民館１８日㈪
市民会館２０日㈬
下津防災コミュニティセンター２１日㈭
北野上公民館２６日㈫

１１月

除
く
）　

時
～
　
時
　
分

１０

１１

３０

※
参
加
者
は
当
日
受
付
ま
で

対
象
　
未
就
園
児

　
と
そ
の
保
護
者

※
子
育
て
相
談
に

　
も
応
じ
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
　
マ
リ
ア
幼
稚
園

（
☎
４
８
２
‐
２
１
９
０
）

　
　
月
　
日
㈮

１１

１５

　
ま
で
に
左
記
ま
で
電
話
に
て

②
園
庭
開
放
（
無
料
）

日
時
　
　
月
の
水
曜
日
（
　
日

１１

２０

園
庭
開
放
（
無
料
）

日
時
　
　
月
　
日
㈮
　
　
時
～

１１

１５

１０

対
象
　
未
就
園
児
と
そ
の
保
護
者

問
い
合
わ
せ
　
五
月
山
こ
ど
も
園

（
☎
４
８
３
‐
８
８
８
８
）

育
児
講
座
（
無
料
）

日
時
　
　
月
　
日
㈫

１１

１９

　
　
時
　
分
～

１０

３０

内
容
　
ほ
し
の
は
な
し
　

             な
ん
で
！
な
ん
で
！

講
師
　
和
歌
山
大
学
教
授

　
富
田
晃
彦
さ
ん

参
加
費
　
子
ど
も
１
人
１
０
０
円

持
ち
物
　
お
茶
、
タ
オ
ル
な
ど

　（
ベ
ビ
ー
マ
ッ
サ
ー
ジ
に
は

必
ず
バ
ス
タ
オ
ル
が
必
要
）

１１月　
和
歌
山
児
童

家
庭
支
援
セ
ン

タ
ー
き
ず
な
で

は
、
子
ど
も
の

発
達
、
し
つ
け
、

学
校
や
家
族
の
こ
と
な
ど
、
子

ど
も
と
家
庭
の
あ
ら
ゆ
る
相
談

を
お
受
け
し
て
い
ま
す
。

①
幼
稚
園
で
遊
ぼ
う
よ（
無
料
）

日
時
　
　
月
　
日
㈬

１１

２０

　
　
時
～
　
時

１０

１１

内
容
　
リ
ズ
ム
遊

び
、
ゲ
ー
ム
な
ど

申
込
方
法

問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

（
☎
４
９
２
‐
３
３
４
９
）

子
ど
も
と
家
庭
の
困
り

ご
と
を
ご
相
談
く
だ
さ
い

五
月
山
こ
ど
も
園
か
ら

の
お
知
ら
せ

　
平
日
９
時
～
　
時
ま
で
、
ま

１８

ず
は
電
話
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
相
談
無
料
、
秘
密
厳
守
で
す
。

問
い
合
わ
せ
　
和
歌
山
児
童
家

庭
支
援
セ
ン
タ
ー
き
ず
な

　（
☎
４
６
０
‐
８
０
４
４
）　

マ
リ
ア
幼
稚
園
か
ら

の
お
知
ら
せ
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虐
待
は
子
ど
も
の
体
と
心
に

深
い
傷
を
残
し
ま
す
。
大
人
は

し
つ
け
と
思
っ
て
も
、
子
ど
も

が
心
身
に
苦
痛
を
感
じ
る
な
ら

ば
、
そ
れ
は
虐
待
で
す
。

　
次
の
よ
う
な
場
合
は
、
虐
待

の
疑
い
が
あ
り
ま
す
。
す
ぐ
に

左
記
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
不
自
然
な
傷
や
あ
ざ
、
や
け

　
ど
が
あ
る

▼
子
ど
も
の
泣
き
声
や
叫
び
声

　
が
頻
繁
に
聞
こ
え
て
く
る

▼
衣
服
が
汚
れ
、
身
体
が
不
潔

　
な
ま
ま
で
あ
る

▼
い
つ
も
お
腹
を
す
か
せ
て
い
る

▼
夜
間
１
人
で
外
に
い
る

相
談
窓
口

○
児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ

　
ヤ
ル
（
☎
１
８
９
）

【
受
付
時
間
】

　
　
時
間
３
６
５
日

２４
○
和
歌
山
県
子
ど
も
・
女
性
・

　
障
害
者
相
談
セ
ン
タ
ー

　（
☎
４
４
５
‐
５
３
１
２
）

【
受
付
時
間
】

　
平
日
９
時
～
　
時
　
分

１７

４５

○
海
南
警
察
署
　

　（
☎
４
８
２
‐
０
１
１
０
）

○
子
育
て
推
進
課

　
（
☎
４
８
３
‐
８
４
３
０
）

【
受
付
時
間
】

　
平
日
８
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１７

１５

○
海
南
市
役
所

　（
☎
４
８
２
‐
４
１
１
１
）

【
受
付
時
間
】

　
夜
間
や
土
・
日
曜
日
な
ど
の

　
市
役
所
の
開
庁
時
間
外

虐
待
か
な
？
と
思
っ
た
ら

ブ
レ
イ
ク
ダ
ン
ス
を

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

場
所
　
海
南
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　
ス
タ
ジ
オ
大

参
加
料
　
無
料

指
導
者
　
P
O
C
H
O
さ
ん
　

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
ゆ
う
ゆ
う
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

海
南
（
☎
４
８
３
‐
６
４
５
４
）

日
時
　
　
月
　
日
㈰

１１

１７

　
①
　
時
～
　
時
　
分

１３

１３

５０

　
②
　
時
～
　
時
　
分

１４

１４

５０

　
③
　
時
～
　
時
　
分

１５

１５

５０

対
象
　
①
小
学
生
未
満
、
②
小

学
１
年
生
～
３
年
生
、
③
小
学

４
年
生
～
制
限
な
し

１４時　園長の自然教室（要２０名  ３００円）
　　　  ～わんぱくの森で自然観察しよう～

２
日
㈯

１３時　木工作講 （要１０名  ２００円）
　　　  ～昔のくらし～　　　　３

日
㈰ １４時　園長とあそぼう講 （要３０名  無料）
　　　  ～園長の難解自然クイズ大会～

１３時半　クリスマスクラフト講 （要 １０名  ５００円）
　　　　～内容はお楽しみに♪～　　　 

４
日
㈪

１４時　園長の自然教室（要２０名  ３００円）
　　　  ～風の丘で自然観察しよう～

９
日
㈯

海南市わんぱく公園 開園時間　９時～１７時　

休館日　月曜（祝日の場合翌日）

１１月の
イベント

１４時　海南第三中学校ブラスバンド部
　　　　＆ＯＢによるコンサート　（場 野外劇場）

　
日
㈰

１０

１３時半　お菓子作り講 （要１０名  ５００円）
　　　  　～内容はお楽しみに♪～

　
日
㈰

１７

１３時　木のクリスマスツリー講（要１０名  ６００円）
　　     ～ヒノキを使ったクリスマスバージョン～

　
日
㈯

２３

１４時　風船飛ばし（先着：２００名  １００円） 
　　　  ～自分の夢を書いて、大空に飛ばそう～　

日
㈰

２４

１４時　園長とあそぼう（要30名  １００円）
　　　  ～シダ植物をスケッチしてみよう～

※要…要予約　講…外部講師による教室　場…場所　
※天候その他により変更・中止する場合があります。

問い合わせ　☎４８４ - ５８１０　　ホームページ　http://wanpaku.pya.jp/

★第５回海南市長杯俳句大会表彰式　１１月２４日㈰ １３時～　

★古梅先生の人気俳句教室　毎月第１水曜 １３時３０分～　（１回　５００円）

★田村まさみ先生の大人向け粘土教室　１０時～１４時３０分（日時など詳細は事務所へ）

★ 守山  鷲声 先生の横笛教室　毎月第４水曜 １４時～（詳細は事務所へ）
もりやま しゅうせい

＜その他自主定例イベント＞　場 風の子劇場
◆毎週土曜・日曜
１２時３０分～ わんぱくウルトラクイズ
１２時４５分～ ジャンケンポン大会
１４時頃～ クラフト体験（ 場 創作工房）
１５時～ お楽しみビンゴゲーム
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　泌尿器科と聞いてどのようなイメージを持ちますか？「年

配の男性が行くところ」、「おしっこを診るところ」といった

ことをぼんやり思い浮かべる人が多いのではないでしょうか。　　

　もちろんそのようなイメージも合っていますが、子どもや女性、また排尿に関

すること以外の感染症や尿路結石、悪性 腫  瘍 など、さまざまな病気の診療を行っ
しゅ よう

ています。

　では、どのような症状が出たときに泌尿器科の受診を考えるといいのでしょうか。

　代表的なものは、「赤い尿が出た」、「尿が出にくい」、「頻尿や尿もれがあ

る」、「おしっこをするときに違和感や痛みがある」といったご自身で分かる症状

があります。その他にも検診で前立腺腫瘍マーカーの検査値が高かったり、尿 潜 
せん

 血 や腎臓の 腫 
けつ しゅ

 瘤 を指摘されたりするなど、自覚症状がない場合も多 あ々ります。
りゅう

　なんとなく「気が引ける」「恥ずかしい」と思われる人も多いと思いますが、

どんな疾患でも早期発見・治療が良い経過につながりますので、気になる症状が

あれば、一度受診してみてください。

　また、検診で異常を指摘されても、自覚症状もないし怖

くて受診できていないという人もおられると思います。泌尿

器科の病気には、自覚症状がなくても実は治療が必要なも

のもありますので、勇気を出して受診してみてください。

　私たちも皆さんが受診しやすいような雰囲気づくり・診

療を心掛けてまいりますので、よろしくお願いいたします。

　　　泌尿器科　間島 伸行

③
日
時
　
　
月
２
日
㈪

１２

　
　
　
　
　
時
　
分
～
　
時
　

１３

３０

１４

　
場
所
　
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

　
　
　
タ
ー
ひ
だ
ま
り

対
象
　
概
ね
　
歳
以
上
の
市
民

６５

持
ち
物
　
タ
オ
ル
・
飲
み
物

※
①
と
②
は
雨
天
中
止

問
い
合
わ
せ

　
高
齢
介
護
課
地
域
支
援
係

　
（
☎
４
８
３
‐
８
７
６
２
）

　
場
所
　
日
方
公
民
館

②
日
時
　
　
月
　
日
㈬

１１

２０

　
　
　
　
９
時
～
９
時
　
分
　

３０

　
場
所
　
大
東
小
学
校
ゲ
ー
ト

　
　
　
ボ
ー
ル
場

み
ん
な
で
ラ
ジ
オ
体
操

～
ラ
ジ
オ
体
操
で

　
　
元
気
の
輪
を
広
げ
よ
う
～

　
ラ
ジ
オ
体
操
は

手
軽
に
で
き
る
運
動

で
す
。
地
域
で
ラ
ジ

オ
体
操
の
輪
を
広
げ
ま
せ
ん
か
。

①
日
時
　
　
月
　
日
㈬

１１

１３

　
　
　
　
　
時
～
　
時
　
分

１０

１０

３０

泌尿器科ってどんなところ？

日
時
　
　
月
　
日
㈭

１１

２１

　
　
時
～
　
時

１５

１６

場
所
　
市
民
会
館
３
階
第
４
集
会
室

申
込
期
限
　
　
月
　
日
㈫

１１

１９

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　

　
海
南
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
高
齢
介
護
課
内

☎
４
８
３
‐
８
７
６
２
）

▼
　
月
　
日
㈫
、　
日
㈫

１１

１２

２６

　
　
時
　
分
～
　
時（
電
話
相
談
）

１７

１５

１９

▼
　
月
　
日
㈰
８
時
　
分
～

１１

１７

３０

　
　
時（
窓
口
・
予
約
制
）

１２
※
休
日
窓
口
相
談
は
、　
月
　

１１

１５

日
㈮
ま
で
に
左
記
へ
要
予
約
。

問
い
合
わ
せ
　

　
海
南
市
地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
高
齢
介
護
課
内

☎
４
８
３
‐
８
７
６
２
）

高
齢
者
に
関
す
る

夜
間
・
休
日
相
談
窓
口

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー

養
成
講
座（
無
料
）
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Health information

夜間の問い合わせは
和歌山県救急医療情報センター（☎４２６ - １１９９）

☎48３ - ７８７７日方橋本胃腸科０３日㈰

☎4８９ - ２１５０紀美野町
下佐々

岩橋医院きみの
ファミリークリニック０４日㈪

☎48２ - ０１８９且来山本医院１０日㈰

☎4９２ - ０１３２下津町
下津かわむら医院１７日㈰

☎4８３ - ４０３０名高いぬい内科呼吸器
内科クリニック２３日㈯

☎4８６ - ００１０七山しおたにクリニック２４日㈰

※一部変更する場合もありますので、市役所、消防
署、日刊紙などでお確かめください。

休日在宅当番医（１１月）（受付９時～１６時）

※諸事情により変更する場合があります。

ながみね農業協同組合本店１０：００～１２：３０１５日㈮

スーパーセンターオークワ
海南店

１０：００～１２：００
２４日㈰

１３：００～１６：３０

献血にご協力ください（１１月）

内容（講師・会場）日時場所
カローリング（要予約）
（ふれあいカローリングクラブ）

１５日㈮
１４：００～黒江防災コミュニティ

センター
（緯４８３ - ５２２０） 健康体操

（小西美智子さん）
２８日㈭
１４：００～

健康体操
（小西美智子さん）

０８日㈮
１４：００～

日方公民館
（緯４８２ - ６８６５）

韓国舞踊・ひょっとこ踊り
（コスモス連）

１５日㈮
１４：００～

世代間交流
（日方小学校）

２２日㈮
１０：００～

世代間交流
（内海幼稚園）

０１日㈮
１０：００～内海公民館

（緯４８２ - ２１５８） 健康体操
（小西美智子さん）

２５日㈪
１４：００～

世代間交流
（大野幼稚園）

０８日㈮
１０：００～大野公民館

（緯４８３ - ５１５０） 健康体操
（小西美智子さん）

１１日㈪
１４：００～

健康体操
（小西美智子さん）

１４日㈭
１４：００～

亀川公民館
（緯４８３ - ５２８２）

世代間交流
（亀川幼稚園）

１５日㈮
１０：００～

世代間交流
（亀川小学校）

２２日㈮
１０：４５～

世代間交流
（巽幼稚園）

０１日㈮
１０：００～巽コミュニティセンター

（緯４８７ - ４７５３） 健康体操
（小西美智子さん）

２９日㈮
１４：００～

ヨガ
（中口良美さん）

１２日㈫
１４：００～北野上公民館

（緯４８８ - ０９８８） 健康体操
（小西美智子さん）

１５日㈮
１４：００～

健康体操
（小西美智子さん）

０７日㈭
１４：００～中野上公民館

（緯４８７ - ４７２６） 世代間交流
（中野上小学校）

１２日㈫
９：５０～

健康体操
（小西美智子さん）

０１日㈮
１４：００～南野上公民館

（緯４８７ - １４８１） 作品づくり
（中村Ri-yaさん）

０７日㈭
１４：００～

世代間交流

０５日㈫
１０：００～下津幼稚園

０７日㈭
９：４０～加茂川小学校

２６日㈫
１０：５０～大東小学校

音楽教室
（井澤慶三さん）

２６日㈫
１４：００～

大崎公民館
（緯４９２ - ２１１０）

健康体操
（小西美智子さん）
※６日は初心者向け

６日、２０日、
２７日㈬
１４：００～

拝待体育館

申し込み・問い合わせ

▼各地区公民館
　（開館時間１３時３０分～１７時、１９時～２１時３０分）

▼下津地域の教室について
　下津防災コミュニティセンター（☎４９２ - ０２５１）

▼拝待体育館の健康体操について
　教育委員会生涯学習課（緯４９２ - ３３４９）

対象　概ね５０歳以上の人
受講料　無料。ただし、材料費等
は自己負担。

認知症カフェ
①やすらぎカフェ

日時　１１月２６日㈫　１３時～１５時
※時間内は出入り自由

場所　内海中央地区集会所（名高２８７番地７）
内容　認知症予防体操、認知症相談
参加費　１００円
②ナラティブカフェ

日時　１１月１４日㈭　１３時３０分～１５時３０分
場所　ハニーホーム東雲２階（小野田１６３３番地１３）
内容　草餅つき体験
参加費　１００円
申し込み・問い合わせ
①公益社団法人認知症の人と家族の会　

　和歌山県支部（☎４３２‐７６６０）

②ＮＰＯ法人 紀伊の風（☎４８７‐０４４６）

【共通】海南市地域包括支援センター

　（☎４８３‐８７６２）

どなたでもご参加ください
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図書館ホームページ（両館共通）
https://ilisod001.apsel.jp/lib-city-kainan
/wopc/pc/pages/TopPage.jsp

意意意意意意意意意意意外外外外外外外外外外とととととととととと知知知知知知知知知知ららららららららららなななななななななないいいいいいいいいい図図図図図図図図図図書書書書書書書書書書館館館館館館館館館館ののののののののののこここここここここことととととととととと････････････････････外と知らない図書館のこと･････････････
「「「「「「「「「「公公公公公公公公公公民民民民民民民民民民館館館館館館館館館館でででででででででで、、、、、、、、、、下下下下下下下下下下津津津津津津津津津津・・・・・・・・・・児児児児児児児児児児童童童童童童童童童童図図図図図図図図図図書書書書書書書書書書館館館館館館館館館館のののののののののの本本本本本本本本本本「公民館で、下津・児童図書館の本ををををををををををを

借借借借借借借借借借りりりりりりりりりりるるるるるるるるるるここここここここここととととととととととががががががががががででででででででででききききききききききまままままままままますすすすすすすすすす！！！！！！！！！！」」」」」」」」」」　　　　　　　　借りることができます！」　
①①①①①①①①①①①公民館で本の貸出・返却ができます。

　※返却は公民館を通じて借りた本に限ります。

②②②②②②②②②②②図書館の利用券をお持ちでない人も、利用できます。

③③③③③③③③③③③図書館にどんな本があるかは、事務室にお問い

合わせいただくか、インターネットで調べるこ

とができます。

④④④④④④④④④④④無無無無無無無無無無無料料料料料料料料料料料でででででででででで利利利利利利利利利利用用用用用用用用用用ででででででででででききききききききききまままままままままますすすすすすすすすすで利用できます。。。。。。。。。。。

絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵本本本本本本本本本本ののののののののののよよよよよよよよよよみみみみみみみみみみかかかかかかかかかかたたたたたたたたたたりりりりりりりりりり会会会会会会会会会会本のよみかたり会　１1月９日㈯
●下津図書館

　時間　１４時～１４時３０分

　内容　紙芝居「くらべっこくらべっこ」「オ 

　　ニのごちそう」「やぎじいさんのバイオリン」

　読み手　「てんとうむし」の皆さん

●児童図書館

　時間　１５時～１５時３０分

　内容　「いないいないばあ」「こぐ

　　まちゃんとふうせん」「どうやってねるの

　　かな」「ぐりとぐら」

　読み手　「ぐりとぐらの会」の皆さん

臨臨時休館のお知ら時休館のお知らせせ（館内整理日）（館内整理日）

 １1月２９日㈮（両館とも）
休館中の返却について

　本・雑誌は返却ポストへ。

　その他は開館時にお願いします。

秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋のののののののののの読読読読読読読読読読書書書書書書書書書書週週週週週週週週週週間間間間間間間間間間行行行行行行行行行行の読書週間行事事事事事事事事事事事
①①①①①①①①①①「「「「「「「「「「本本本本本本本本本本ををををををををををよよよよよよよよよよんんんんんんんんんんでででででででででで絵絵絵絵絵絵絵絵絵絵ををををををををををかかかかかかかかかかここここここここここうううううううううう！！！！！！！！！！」」」」」」」」」」作作作作作作作作作作品品品品品品品品品品展展展展展展展展展展示示示示示示示示示示①「本をよんで絵をかこう！」作品展示♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪♪
　本を読んで、描いていただいた作品を展示
しています。　

●下津図書館

　期間　１２月１５日㈰まで

●児童図書館

　期間　１１月２８日㈭まで

②②②②②②②②②②「「「「「「「「「「牛牛牛牛牛牛牛牛牛牛乳乳乳乳乳乳乳乳乳乳パパパパパパパパパパッッッッッッッッッッククククククククククででででででででででええええええええええんんんんんんんんんんぴぴぴぴぴぴぴぴぴぴつつつつつつつつつつ立立立立立立立立立立ててててててててててづづづづづづづづづづくくくくくくくくくくりりりりりりりりりり②「牛乳パックでえんぴつ立てづくり」」」」」」」」」」」
　（（（（（（（（（（図図図図図図図図図図書書書書書書書書書書館館館館館館館館館館ポポポポポポポポポポイイイイイイイイイインンンンンンンンンントトトトトトトトトトララララララララララリリリリリリリリリリーーーーーーーーーー２２２２２２２２２２倍倍倍倍倍倍倍倍倍倍対対対対対対対対対対象象象象象象象象象象イイイイイイイイイイベベベベベベベベベベンンンンンンンンンントトトトトトトトトト（図書館ポイントラリー２倍対象イベント）））））））））））
日時　１１月１７日㈰　１３時３０分～１５時
場所　市民会館２階　大ホール

講師　角井ちづ子さん（地域ボランティア）

対象　小学生１５人（市内在住・通学者優先で

　先着順。２年生までは保護者同伴。）

申込方法　１１月１０日㈰までの開館時間内に、

　児童図書館窓口か電話でお申し込みください。

▼下津図書館
　『我らが少女Ａ』

髙村　薫／著（毎日新聞出版）
　１２年前の未解決殺人事件
について、当時の捜査責任

者・合田雄一郎の胸に後悔と

未練がくすぶり続けていた。

　そこへ思いも寄らない新

証言が…。シリーズ最新作。

▼児童図書館
　『貸出禁止の本をすくえ！』

アラン・グラッツ／著
ないとうふみこ／訳（ほるぷ出版）
　一人の大人の言いがかりの

ような意見で、お気に入り本が

貸出禁止に。

　エイミーは勇気を出して友

だちと行動を起こし、ついに…。

すべて参加無料
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対
象
者
　
市
内
で
新
た
に
創
業

　
予
定
の
人

補
助
率
　
補
助
対
象
経
費
の
２

　
分
の
１（
上
限
１
０
０
万
円
）

申
請
締
切
日
　
　
月
　
日
㈮

１２

２７

※
詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
に
な
る
か
、
左
記
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

申
請
先
・
問
い
合
わ
せ

　
産
業
振
興
課
商
工
観
光
係

　（
☎
４
８
３
‐
８
４
６
０
）

　
里
親
支
援

セ

ン

タ

ー

「
な
で
し
こ
」

は
、県

か

ら

業
務
委
託
さ

れ
た
里
親
支
援
機
関
で
す
。県

内
に
は
、さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で

親
と
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
な
い

子
ど
も
た
ち
が
い
ま
す
。

　
里
親
に
関
心
を
お
持
ち
の
人

を
対
象
に
個
別
相
談
会
と
、先
輩

里
親
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

日
時
　
　
月
　
日
㈮

１１

２９

　
　
時
～
　
時

１０

１２

場
所
　
市
民
会
館
１
階
第
３
集
会
室

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　
里
親
支
援
セ
ン
タ
ー
な
で
し
こ

（
☎
０
７
３
６
‐
６
９
‐
１
０
０
４
）

（
死nadeshiko@

shirt.ocn.ne.jp

）

　
初
心
者
の
人
も
、
ゆ
っ
く
り

丁
寧
に
指
導
し
ま
す
。
ダ
ン
ス

が
苦
手
な
人
は
、
ボ
デ
ィ
・
コ

ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
（
体
調
を

総
合
的
に
整
え
る
こ
と
に
焦
点

を
当
て
た
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
）

も
あ
り
ま
す
。

日
時
　
　
月
　
日
㈪
・
　

日
㈪

１１

１１

２５

　（
ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
）

　
　
時
～
　
時
　
分

１４

１４

４５

　
（
ボ
デ
ィ
・
コ
ン
デ
ィ
シ
ョ
ニ
ン
グ
）

　
　
時
～
　
時
　
分

１３

１３

４５

場
所
　
海
南
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

　
ス
タ
ジ
オ
小

参
加
費
　
１
，
０
０
０
円

　（
各
ク
ラ
ス
１
回
ご
と
に
）

指
導
者
　
康
香
さ
ん

問
い
合
わ
せ
　

　
ゆ
う
ゆ
う
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

海
南
（
☎
４
８
３
‐
６
４
５
４
）

 創
業
サ
ポ
ー
ト
事
業
補
助
金

募
集

教
室
・
講
座

  ベ
リ
ー
ダ
ン
ス
を

始
め
て
み
ま
せ
ん
か
？

イ
ベ
ン
ト

 里
親
相
談
会
・
講
演
会

募
集
種
目
（
①
・
②
は
男
子
の
み
）

▼
陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校

生
徒
　
①
推
薦
　
②
一
般
　

▼
③
自
衛
官
候
補
生

応
募
資
格
　

①
中
卒（
見
込
含
）　
歳
未
満
の

１７

成
績
優
秀
か
つ
生
徒
会
活
動

等
に
顕
著
な
実
績
を
修
め
、

学
校
長
が
推
薦
で
き
る
人

②
中
卒（
見
込
含
）　
歳
未
満
の
人

１７

③
　
歳
以
上
　
歳
未
満
の
人

１８

３３

　（
　
歳
の
人
は
、
詳
し
く
は

３２次
ま
で
要
問
い
合
わ
せ
。）

受
付
締
切
日
　
①
　
月
　
日
㈮

１１

２９

　
②
令
和
２
年
１
月
６
日
㈪

　
③
随
時
受
付
　

問
い
合
わ
せ
　
自
衛
隊
和
歌
山

地
方
協
力
本
部
有
田
募
集
案

内
所（
☎
0
7
3
7
‐
8
2
‐

6
6
3
1
）

 防
衛
省
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
市
内
に
あ
る
登
録
有
形
文
化

財
の
公
開
を
行
い
ま
す
。普
段

公
開
さ
れ
て
い
な
い
建
物
内
部

 国
登
録
有
形
文
化
財
め
ぐ
り

の
見
学
も
で
き
ま
す
。

公
開
日
　
　
月
　
日
㈰

１１

２４

公
開
文
化
財
名
・
公
開
時
間

①
中
野
家
住
宅（
見
学
後
、尺
八
・

琴
の
演
奏
あ
り
）

　
　
時
～
　
時
　
分

１０

１０

３０

②
双
青
閣

　
　
時
～
　
時

１３

１４

③
尾
崎
林
太
郎
家
住
宅

　
　
時
～
　
時
　
分

１５

１５

３０

④
池
庄
漆
器
店

　
　
時
　
分
～
　
時
　
分

１５

４０

１６

１０

定
員
　
各
　
人
１５

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

申
込
方
法
　
住
所
、氏
名
、電
話

番
号
、見
学
希
望
文
化
財
名（
複

数
可
）を
記
入
し
、は
が
き
で
左

記
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
　
月
　
日
㈪
必
着

11

18

（
電
話
や
Ｆ
Ａ
Ｘ
、ま
た
当
日
の

受
け
付
け
は
行
い
ま
せ
ん
。）

申
し
込
み
先
　

　
〒
６
４
９
‐
０
１
２
１

　
海
南
市
下
津
町
丸
田
２
１
７

　
番
地
１
　
教
育
委
員
会
生
涯

　
学
習
課
文
化
振
興
係

　（
☎
４
９
２
‐
０
１
４
３
）

問
い
合
わ
せ
　
和
歌
山
県
国
登

録
有
形
文
化
財
所
有
者
の
会

　
中
野
さ
ん

　（
☎
４
８
６
‐
９
０
０
０
）
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語
り
部
さ
ん
や

ス
タ
ッ
フ
が
同
行

し
、
グ
ル
ー
プ
別

に
道
案
内
を
し
ま
す
（
自
由
散

策
で
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

▼
コ
ー
ス
A
　
　
月
　
日
㈰

１１

２４

　「
熊
野
古
道
＆
蒔
絵
体
験
」

コ
ー
ス（
約
　
㎞
）　

１０

　（
９
時
）J
R
海
南
駅
集
合
～

藤
白
神
社
～
黒
江
の
町
並
み

～
温
山
荘
園（
昼
食
）～
う
る

わ
し
館（
蒔
絵
体
験
）～（
　１５

時
頃
）J
R
海
南
駅
解
散

定
員
　
　
人
４０

参
加
費
　
２
，５
０
０
円

　
（
昼
食
代
、入
園
・
体
験
料
含
む
）

申
込
締
切
日
　
　
月
８
日
㈮

１１

▼
コ
ー
ス
Ｂ
　
　
月
８
日
㈰

１２

　「
熊
野
古
道
＆
日
本
遺
産
」

コ
ー
ス（
約
　
㎞
）　

１２

　（
９
時
）J
R
海
南
駅
集
合
～

藤
白
神
社
～
地
蔵
峰
寺（
昼

食
）～
福
勝
寺
～
善
福
院
～

（
　
時
　
分
頃
）J
R
加
茂
郷

１５

１０

駅
解
散

定
員
　
　
人
４０

参
加
費
　
１
，０
０
０
円

　（
昼
食
代
含
む
）

申
込
締
切
日
　
　
月
　
日
㈮

１１

２２

 熊
野
古
道
わ
く
わ
く
ハ
イ
ク

イ
ベ
ン
ト

 和
歌
山
地
場
産
業
フ
ェ
ア

　
和
歌
山
地
域
内
の
地
場
産
業

企
業
な
ど
に
よ
る
展
示
即
売
会

な
ど
を
行
い
ま
す
。

日
時
　
　
月
９
日
㈯
、　

日
㈰

１１

１０

　
　
時
～
　
時（
　
日
は
　
時
ま
で
）

１０

１７

１０

１６

場
所
　
和
歌
山
城
公
園
吹
上
口

芝
生
広
場

問
い
合
わ
せ
　（
公
財
）和
歌
山

地
場
産
業
振
興
セ
ン
タ
ー

　（
☎
4
２
４
‐
０
０
１
１
）　

日
時
　
　
月
３
日
㈰
、

１１

　
　
月
１
日
㈰
　

１２
　
９
時
～
　
時
１５

※
農
水
産
物
の
販
売
は
、
原
則

　
　
時
　
分
ま
で

１０

３０

場
所
　
J
R
海
南
駅
西
側
広
場

出
店
台
数
　
約
　
台
３０

～
イ
ベ
ン
ト
出
演
者
募
集
～

日
時
　
　
月
１
日
㈰

１２

場
所
　
J
R
海
南
駅
西
側
広
場

募
集
締
切
日
　
　
月
　
日
㈭

１１

１４

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　

　
海
南
市
観
光
協
会

　（
☎
4
８
４
‐
３
２
３
３
）　

 A
・
G
A
・
R
A
マ
ル
シ
ェ

　
　
月
9
日
㈯
か

11
ら
　
月
　
日
㈫
ま

11

12

で
県

下

一

円
で

「
第
　
回
全
国
健
康
福
祉
祭
和

32

歌
山
大
会
（
ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
紀

の
国
わ
か
や
ま
2
0
1
9
）
」
が

開
催
さ
れ
、
本
市
で
は
、
左
記

の
日
程
で
、
太
極
拳
交
流
大
会

と
囲
碁
交
流
大
会
を
行
い
ま
す
。

　
両
会
場
で
は
「
お
も
て
な
し

コ
ー
ナ
ー
」
や
「
健
康
づ
く
り

教
室
」
な
ど
の
、
皆
さ
ん
も
お

楽
し
み
い
た
だ
け
る
イ
ベ
ン
ト

も
実
施
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
会

場
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

【
太
極
拳
交
流
大
会
】

日
時
　
　
月
　
日
㈰

１１

１０

　
９
時
～

場
所
　
総
合
体
育
館

【
囲
碁
交
流
大
会
】

日
時
　
　
月
　
日
㈰

１１

１０

　
９
時
　
分
～

４０

　
　
月
　
日
㈪
　
９
時
　
分
～

１１

１１

３０

場
所
　
海
南
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
い
合
わ
せ
　
高
齢
介
護
課

　（
☎
4
８
３
‐
８
６
０
１
）　

  ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
紀
の
国

わ
か
や
ま
２
０
１
９

♪
人
権
バ
ン
ド
・
コ
ン
サ
ー
ト

『
ブ
リ
ッ
ジ
ロ
ッ
ク
い
わ
せ

　
～
伝
え
た
い
 こ
の
想
い
～
』

　
「
差
別
に
負
け
な
い
、
差
別
に

打
ち
勝
ち
、
差
別
を
な
く
し
て
い

く
」を
目
的
に
演
奏
し
て
い
ま
す
。

日
時
　
　
月
　
日
㈰

１１

２４

　
　
時
　
分
～

１３

３０

場
所
　
住
民
セ
ン
タ
ー
２
階

問
い
合
わ
せ
　

　
住
民
セ
ン
タ
ー

　（
☎
４
８
７
‐
１
８
３
９
）　

 第
２
回
文
化
講
演
会（
無
料
）

申
込
方
法
（
共
通
）　
次
の
①
～

④
を
記
入
し
、
は
が
き（
締
切

日
当
日
消
印
有
効
）
か
Ｆ
Ａ

Ｘ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

①
代
表
者
の
氏
名（
フ
リ
ガ
ナ
）・

性
別
・
年
齢
・
郵
便
番
号
・
住

所
・
電
話
番
号

②
緊
急
連
絡
先
（
親
族
な
ど
の

氏
名
・
続
柄
・
電
話
番
号
）

③
同
伴
者
（
４
人
ま
で
）
の
氏
名

（
フ
リ
ガ
ナ
）・
性
別
・
年
齢

④
参
加
希
望
コ
ー
ス

※
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選

申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　

　
〒
６
４
２
‐
０
０
３
２

　
海
南
市
名
高
　
番
地
２

５１

　
海
南
市
観
光
協
会

　（
☎
・
思
4
８
４
‐
３
２
３
３
）
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有
料
広
告

　
　
月
９
日
㈯
～
　
日
㈮
ま
で
、

１１

１５

左
記
の
項
目
を
目
標
と
し
て

「
秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動
」を

展
開
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
住
宅
防
火
対
策
の
推
進

・
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
、

適
切
な
維
持
管
理
の
周
知

・
消
防
団
、
婦
人
消
防
隊
な
ど
と

連
携
し
た
広
報
・
普
及
啓
発
活
動

・
高
齢
者
な
ど
の
防
火
安
全
対

　
策
に
重
点
を
置
い
た
住
宅
防

　
火
診
断
の
実
施

②
特
定
防
火
対
象
物
な
ど
に
お

け
る
防
火
安
全
対
策
の
徹
底

・
防
火
管
理
体
制
の
充
実
や
消

防
用
設
備
な
ど
の
維
持
管
理

の
徹
底

・
福
祉
施
設
な
ど
に
お
け
る
防

火
安
全
対
策
の
徹
底

・
違
反
の
あ
る
防
火
対
象
物
に

　
対
す
る
是
正
指
導
の
推
進

・
放
火
防
止
対
策
の
徹
底

③
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
車
な
ど
の

街
頭
検
査

問
い
合
わ
せ
　

　
消
防
本
部
予
防
課

　
（
☎
４
８
３
‐
８
７
１
１
）

　「
洗
濯
物
に

臭
い
が
つ
く
」

「
煙
で
窓
を
開

け
ら
れ
な
い
」

な
ど
、
野
焼
き
（
野
外
焼
却
）

に
関
す
る
苦
情
が
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。
た
と
え
左
記
の
例
外

に
あ
た
る
焼
却
で
も
、
近
隣
か
ら

苦
情
が
あ
る
場
合
は
直
ち
に
焼

却
を
中
止
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

【
例
外
で
認
め
ら
れ
て
い
る
主
な
も
の
】

○
農
業
、
林
業
、
漁
業
を
営
む

た
め
に
や
む
を
得
な
い
も
の

と
し
て
行
わ
れ
る
焼
却
（
農

業
者
が
行
う
雑
草
や
稲
わ
ら

な
ど
の
焼
却
な
ど
）

○
公
共
河
川
な
ど
で
、
環
境
美

化
の
た
め
の
清
掃
作
業
な
ど

に
伴
う
必
要
な
焼
却

○
日
常
生
活
を
営
む
う
え
で
、

通
常
行
わ
れ
る
軽
微
な
焼
却

（
落
ち
葉
 焚
 き
な
ど
）

た

○
風
俗
慣
習
上
ま
た
は
宗
教
上

の
行
事
の
た
め
に
必
要
な
焼
却

（
門
松
、
し
め
縄
の
焼
却
な
ど
）

問
い
合
わ
せ
　
環
境
課

　（
☎
４
８
３
‐
８
４
５
６
）

 野
焼
き（
野
外
焼
却
）の
注
意
点

  ひ
と
つ
ず
つ
　
い
い
ね
！

　
　
　
で
確
認
　
火
の
用
心

  　
月
　
日
～
　
日
は

１１

１１

１７

「
税
を
考
え
る
週
間
」で
す

　
国
や
地
方
公

共
団
体
は
、
国

民
の
生
活
に
欠

か
す
こ
と
の
で

き
な
い
公
共
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
行
政

活
動
を
行
っ
て
お
り
、
そ
の
活

動
に
必
要
な
経
費
を
賄
う
財
源

が
「
税
金
」
で
す
。

　
本
年
度
の
「
税
を
考
え
る
週

間
」
は
、「
く
ら
し
を
支
え
る

税
」
を
テ
ー
マ
と
し
、
次
の
啓

発
を
行
い
ま
す
。

①
海
南
納
税
協
会
に
よ
る
税
金

　
コ
ー
ナ
ー
の
開
設

日
程
　
　
月
２
日
㈯

１１

場
所
　
紀
州
漆
器
ま
つ
り
会
場

（
黒
江
川
端
通
り
）、
家
庭
用
品

ま
つ
り
会
場（
総
合
体
育
館
）

②
小
学
生
の
税
の
習
字
展
（
優

秀
作
品
　
点
程
度
）

１０

日
時
　
　
月
８
日
㈮
～
　
日
㈪

１１

１８

　
９
時
～
　
時
（
　
日
は
　
時

１８

１８

１５

　
分
ま
で
）

３０
場
所
　
物
産
観
光
セ
ン
タ
ー

　（
海
南
駅
構
内
）

問
い
合
わ
せ
　
海
南
税
務
署

　（
☎
4
８
２
‐
０
９
０
０
）　

お
知
ら
せ

　
税
理
士
が
所
得
税
、
贈
与
税
、

相
続
税
、
法
人
税
、
消
費
税
な

ど
の
相
談
つ
い
て
、
秘
密
厳
守

で
お
答
え
し
ま
す
。

日
時
　
　
月
　
日
㈪
・
　

日
㈫

１１

１８

１９

　
時
～
　
時

１３

１６

※
相
談
時
間
は
１
人
　
分
以
内

３０

場
所
　
市
民
会
館
１
階
第
３
集
会
室

問
い
合
わ
せ
　
近
畿
税
理
士
会

海
南
支
部
事
務
局
　
岸
友
子

税
理
士
事
務
所
内

　（
☎
4
８
２
‐
２
５
２
５
）

  税
務
署
で
の
相
談
は

事
前
予
約
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
電
話
で
の
回
答
が
困
難
な
場

合
の
面
接
相
談
は
、
電
話
で
の

事
前
予
約
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
納
付
相
談
や
確
定
申

告
の
事
前
予
約
は
不
要
で
す
。

【
予
約
方
法
】

①
海
南
税
務
署
（
☎
4
８
２
‐

　
０
９
０
０
）
へ
電
話

②
自
動
音
声
案
内
で「
２
」を
選
択

③
「
相
談
の
予
約
を
し
た
い
」

と
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
海
南
税
務
署

　（
☎
4
８
２
‐
０
９
０
０
）

 税
理
士
に
よ
る「
税
の
無
料
相
談
」
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有
料
広
告

　
ひ
と
り
で
悩
ん
で
い
ま
せ
ん

か
。
犯
罪
に
よ
る
被
害
の
相
談

を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

▼
和
歌
山
県
警
察
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w
w
.police.pref.

w
akayam

a.lg.jp/

）

犯
罪
被
害
者
支
援
施
策

○
犯
罪
被
害
給
付
制
度

○
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
支
援

○
性
犯
罪
被
害
者
へ
の
支
援

問
い
合
わ
せ
　

　
県
警
察
本
部
総
合
相
談
電
話

　（
☎
４
３
２
‐
０
１
１
０
）

　（
公
社
）紀
の
国
被
害
者
支
援

セ
ン
タ
ー

　（
☎
４
２
７
‐
１
０
０
０
）

お
知
ら
せ

 「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」に
よ
り

防
災
用
品
を
整
備
し
ま
し
た

　
一
般
財
団

法
人
自
治
総

合
セ
ン
タ
ー

は
、
社

会

貢

献
広
報
事
業

と
し
て
、
宝
く

じ
の
受
託
事

業
収
入
を
財

源
に「
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
助
成
事
業
」
を
実
施
し
て
い

ま
す
。
横
山
自
主
防
災
会
は
、

こ
の
「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
」

に
よ
る
宝
く
じ
助
成
金
を
受
け

て
、
備
蓄
倉
庫
と
災
害
時
に
必

要
な
資
機
材
を
整
備
し
ま
し
た
。

問
い
合
わ
せ
　
危
機
管
理
課

　（
☎
4
８
３
‐
８
４
０
６
）

　
　
月
５
日
㈫
か
ら
住
民
票
に

１１
旧
氏
が
併
記
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

　
婚
姻
な
ど
で
氏
に
変
更
が

あ
っ
た
場
合
で
も
、
従
来
称
し
て

い
た
氏
を
住
民
票
に
記
載
し
た

う
え
で
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

な
ど
に
記
載
し
、
公
証
す
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
住
民
票
に
旧
氏
の
併
記
を
希

望
さ
れ
る
方
は
、
必
要
書
類
な

ど
が
あ
り
ま
す
の
で
、
事
前
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ
　
市
民
課

　（
☎
4
８
３
‐
８
５
０
１
）

 住
民
票
の
旧
氏
併
記

 配
偶
者
暴
力
に
関
す
る
相
談

　
配
偶
者
か
ら

暴
力
を
受
け
て

い
な
が
ら
、「
相

談
す
る
ほ
ど
で

は
な
い
」「
自
分
が
悪
い
」
「
自

分
さ
え
我
慢
す
れ
ば
い
い
」「
相

談
し
た
こ
と
が
ば
れ
る
の
が
怖

い
」
な
ど
と
相
談
を
た
め
ら
っ

て
い
ま
せ
ん
か
。

　
秘
密
厳
守
で
す
の
で
、
安
心

し
て
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
誰

か
に
話
す
こ
と
で
、
気
持
ち
が

軽
く
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
相
談
機
関
で
は
、
悩
み
ご
と

を
よ
く
聞
い
た
う
え
で
、
必
要

に
応
じ
て
専
門
機
関
に
つ
な
げ

る
な
ど
、
解
決
す
る
た
め
の
支

援
を
行
い
ま
す
。

相
談
窓
口

○
和
歌
山
県
配
偶
者
暴
力
相
談

支
援
セ
ン
タ
ー

（
☎
４
４
５
‐
０
７
９
３
）

【
受
付
時
間
】

（
電
話
）
９
時
～
　
時
　
分

２１

３０

　
※
年
末
年
始
を
除
く
毎
日

　（
面
接
）
９
時
～
　
時
　
分

１７

４５

　
※
平
日
の
み
・
要
予
約

○
海
南
警
察
署
　

　（
☎
４
８
２
‐
０
１
１
０
）

【
受
付
時
間
】

　
平
日
８
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１７

１５

○
子
育
て
推
進
課

　（
☎
４
８
３
‐
８
４
３
０
）

【
受
付
時
間
】

　
平
日
８
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１７

１５

○
海
南
市
役
所

　（
☎
４
８
２
‐
４
１
１
１
）

【
受
付
時
間
】

　
夜
間
や
土
・
日
曜
日
な
ど
の

　
市
役
所
の
開
庁
時
間
外

　
令
和
元
年
台
風
　
号
災
害
の

１９

被
災
地
へ
の
義
援
金
を
、
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
お
預
か
り
し

た
義
援
金
は
、
日
本
赤
十
字
社

を
通
じ
、
全
額
被
災
地
の
復
興

支
援
に
役
立
て
ら
れ
ま
す
。

※
義
援
金
は
現
金
の
み

期
間
　
令
和
２
年
１
月
　
日
㈮
ま
で

３１

義
援
金
受
付
場
所

　
市
役
所
１
階
受
付
、
下
津
行

政
局
、
各
支
所
・
出
張
所
、
海
南

市
社
会
福
祉
協
議
会
、
海
南
市

社
会
福
祉
協
議
会
下
津
事
業
所

受
付
時
間
　

　
８
時
　
分
～
　
時
　
分

３０

１７

１５

※
土
・
日
・
祝
日
は
市
役
所
、　

　
下
津
行
政
局
の
み

問
い
合
わ
せ
　
社
会
福
祉
課
　

（
☎
４
８
３
‐
８
４
３
２
）

 犯
罪
被
害
に
関
す
る
相
談

 台
風
　
号
災
害
義
援
金
受
付

１９

広報かいなん ● 2019‐1123

日…日程　時…時間　場…場所　相…相談者　☎…電話番号

※相談はすべて無料です。

相談（１１月）
consult information

心配ごと相談
日 １日㈮・８日㈮・１５日㈮・２２日㈮

時 １０時～１６時

場 海南保健福祉センター１階相談室１

☎ ４８３‐６７７７（社会福祉協議会）

日 １１日㈪・２５日㈪ 

時 １３時～１６時

場 下津保健福祉センター１階相談室１

☎ ４９３‐２７１１

　（社会福祉協議会下津事業所）

※詳細は、広報紙「かいなんし社

協」をご覧ください。

消費生活相談
日 月～金（祝日除く）

時 ９時３０分～１６時

場 市民交流課　　

☎ ４８３‐８７７７

　（海草地域消費生活相談窓口）

子育て何でも相談（予約制）
日 １５日㈮　　時１０時～１５時

場 市役所１階　相談室　

相 和歌山児童家庭支援センター

 きずな

☎ ４８３‐８４３０（子育て推進課）

海南医療センター医療相談

日 月～金（祝日除く）

時  ８時３０分～１７時

場 地域連携室　　☎ ４８３‐８７８５

法律（弁護士）相談（予約制）

日 １２日㈫　　時 １３時～１５時３０分

場 住民センター　　☎４８７‐１８３９

日 ２６日㈫　　時 １３時～１６時

場 市役所５階　会議室５C

☎ ４８３‐８４５４（市役所受付）

※申込は相談日の１週間前から

（休日除く、９時～１７時）

先着１０人

教育相談
日 月～金（祝日除く）

時 ８時３０分～１７時

場 市民会館　　☎ ４８２‐２５０７

日 月～金（祝日除く）

時 ８時３０分～１７時１５分

場 教育委員会　☎ ４９２‐３３４８

市民相談・家庭児童相談
日 月～金（祝日除く）

時 ９時～１６時３０分

場 市役所１階　相談室・家庭児童

相談室・母子相談室

☎ ４８３‐８４５４（市役所受付）障害者相談（予約制）

身体・知的

日 １３日㈬　　時 １３時３０分～１６時

場 海南保健福祉センター

日 １３日㈬　　時 ９時３０分～１２時

場 下津保健福祉センター

相 療育センターＡＯＩ

☎ ４８３‐０４５４

相 障害児者相談支援事業所らん

☎ ４８８‐６３１４

精神（予約制）

日 ２７日㈬　　時 １３時３０分～１６時

場 海南保健福祉センター

日 ２７日㈬　　時 ９時３０分～１２時

場 下津保健福祉センター

相 国保野上厚生総合病院　　

☎ ４８９‐２９０８

相 障害児者相談支援事業所らん

☎ ４８８‐６３１４

健康相談
日 ２６日㈫　　時 １４時～１５時

場 住民センター　　

※血圧測定や検尿も無料。

健康手帳持参（お持ちの人）。

☎ ４８３‐８４４１（健康課）

行政相談（国）

日 ８日㈮・２２日㈮  時 １０時～１６時

場 海南保健福祉センター１階相談室１

日 １１日㈪　時 １３時～１６時

場 下津保健福祉センター

☎ ４８３‐８４５５（市民交流課）

■国民健康保険税　　　　第５期　保険年金課収納係（☎４８３‐８４３５）

■介護保険料　　　　　　第５期　高齢介護課介護保険係（☎４８３‐８７６１）

■後期高齢者医療保険料　第５期　保険年金課収納係（☎４８３‐８４３５）

※納付には、便利・確実・安心な口座振替をお勧めします。

納期限のお知らせ

１２月２日㈪
納期限までの納付を

海南保健所各種相談
健康診断書発行・エイズ検査・肝

炎ウイルス検査（以上、予約制）・

検便

日 １１日㈪・２５日㈪

時 ９時３０分～１０時３０分(受付)

骨髄バンクドナー登録（予約制）

日 １１日㈪・２５日㈪

時 １０時３０分～１１時３０分

こころの健康相談（要予約）

日 １３日㈬・２７日㈬ 

時 １３時３０分～

医療安全相談 

日 月～金（祝日除く）☎４８２‐０６００

生活支援相談
日 月～金（祝日除く）

時 ８時３０分～１７時１５分

場 生活支援相談窓口（社会福祉課）

☎ ４８３‐８４３２（社会福祉課）



市の市の花花　ミカミカンン市の市の木木　サクサクララ

（令和元年９月末日現在）
人　口／５０,４９７人（男２３，６６７人　女２６，８３０人）

世帯数／２２,２８３世帯

　出生１９人　　転入６８人　　死亡６１人　　転出８９人（令和元年９月１日～３０日）
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